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日
本
の
文
学
的
書
物
の
形
態
を
考
え
る
上
で
、「
洋
画
家
に
よ
る
口
絵
進
出

の
時
代
）
1
（

」
を
迎
え
た
明
治
時
代
後
期
と
い
う
時
期
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
頃
、
徳
冨
蘆
花
『
不
如
帰
』（
明
治
三
三
〈
一
九
〇
〇
〉・
一
、
民
友
社
）

の
口
絵
を
描
い
た
黒
田
清
輝
、
蒲
原
有
明
『
春
鳥
集
』（
明
三
八
・
七
・
四
、

本
郷
書
院
）
の
青
木
繁
、
島
崎
藤
村
『
春
』（
明
四
一
・
一
〇
、
上
田
屋
）
の

和
田
英
作
と
い
っ
た
洋
画
家
に
よ
る
口
絵
が
文
学
的
書
物
を
飾
っ
た
の
で
あ
る
。

油
彩
画
を
も
と
に
し
た
そ
れ
ら
の
口
絵
を
可
能
に
し
た
の
は
写
真
製
版
（
コ
ロ

タ
イ
プ
版
）
の
技
術
だ
が
、
そ
の
技
術
に
よ
っ
て
「
精
妙
な
タ
ッ
チ
で
挿
絵
そ

の
も
の
の
味
わ
い
を
表
現
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
」
と
述
べ
る
関
肇
は
、
明

治
三
七
年
が
口
絵
あ
る
い
は
挿
絵
に
と
っ
て
の
転
換
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調

す
る
。
と
い
う
の
も
、
明
治
三
七
年
は
新
聞
に
お
け
る
写
真
製
版
の
印
刷
が
実

用
化
さ
れ
、
日
露
戦
争
の
戦
況
報
道
に
お
い
て
写
真
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
年
だ
か
ら
で
あ
る
）
2
（

。

　

国
木
田
独
歩
も
ま
た
、
時
宜
に
か
な
う
よ
う
に
、
自
ら
が
編
集
長
と
し
て
刊

行
し
て
い
た
グ
ラ
フ
誌
『
近
事
画
報
』
を
『
戦
時
画
報
』
と
改
題
し
、
日
露
戦

争
を
写
真
で
報
じ
た
当
事
者
だ
っ
た
）
3
（

が
、
独
歩
が
初
め
て
自
ら
の
単
行
本
の
巻

頭
に
写
真
製
版
を
用
い
て
洋
画
家
の
満
谷
国
四
郎
に
よ
る
口
絵
を
付
し
た
の
は

第
三
短
編
集
『
運
命
』（
明
三
九
・
三
、
左
久
良
書
房
）
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

こ
の
単
行
本
が
島
崎
藤
村
の
『
破
戒
』
と
並
び
称
さ
れ
た
）
4
（

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
が
、『
破
戒
』
に
つ
い
て
は
口
絵
も
含
め
て
書
物
と
い
う
観
点
か
ら
捉

え
直
し
た
紅
野
謙
介
の
研
究
）
5
（

が
あ
る
一
方
で
、『
運
命
』
に
は
そ
の
表
紙
や
装

丁
に
着
眼
し
た
論
考
が
見
受
け
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
口
絵
に
つ
い
て

は
見
逃
さ
れ
て
き
た
）
6
（

。
し
か
し
、『
運
命
』
に
収
め
ら
れ
た
小
説
テ
ク
ス
ト
を

読
む
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
口
絵
と
の
関
係
性
を
問
題
に
し
な
い
わ
け
に
は
い

か
な
い
）
7
（

。
ま
ず
は
、
こ
の
口
絵
が
、「
運
命
論
者
」
に
付
随
す
る
も
の
と
見
な

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
）
8
（

だ
け
で
な
く
、
実
際
に
「
運
命
論
者
」
の
読
み
を
方
向

づ
け
て
い
る
例
も
あ
る
こ
と
を
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。

　

た
と
え
ば
、
独
歩
の
著
作
の
愛
読
者
で
あ
っ
た
葛
西
善
蔵
は
、「
自
分
は
今

の
東
洋
大
学
で
の
友
人
だ
つ
た
八
田
君
と
い
ふ
人
に
読
ん
で
見
給
へ
と
、『
独

歩
集
』
を
貸
し
て
貰
つ
た
の
だ
つ
た
。
そ
れ
か
ら
『
運
命
』『
濤
声
』

運
動
体
と
し
て
の
書
物

│
│ 

国
木
田
独
歩
『
運
命
』、
口
絵
と
そ
の
差
し
替
え
を
め
ぐ
っ
て 

│
│

芦
　
川
　
貴
　
之
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『
第
マ

マ

二
独
歩
集
』（
実
際
に
『
濤
声
』
の
後
に
刊
行
さ
れ
た
の
は
『
独
歩
集
第
二
』

│
引
用
者
注
）
悉
く
耽
読
し
た
も
の
で
あ
る
。」
と
「
三
宿
に
て
」（『
時
事
新
報
』

昭
和
二
〈
一
九
二
七
〉・
二
・
一
六
）
の
中
で
回
想
す
る
）
9
（

。
こ
こ
で
は
単
行
本

が
刊
行
順
に
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
葛
西
は
そ
の
順
番
で
独
歩
の
単
行
本
を

「
悉
く
耽
読
し
た
」
と
考
え
ら
れ
る
が
、
明
治
四
〇
年
七
月
一
三
日
か
ら
九
月

七
日
ま
で
滞
在
し
た
鎌
倉
で
『
濤
声
』（
明
四
〇
・
五
、
彩
雲
閣
）
を
読
ん
だ
）
10
（

こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
葛
西
が
『
運
命
』
を
読
ん
だ
の
は
、『
濤
声
』
刊
行
後

の
明
治
四
〇
年
一
〇
月
一
日
発
行
の
四
版
よ
り
前
、
す
な
わ
ち
、
三
版
ま
で
の

も
の
と
推
測
さ
れ
、
初
版
と
同
じ
口
絵
（
図
版
【
Ⅰ
】）
を
見
た
と
考
え
ら
れ

る
（
各
版
の
書
誌
と
口
絵
の
変
遷
に
つ
い
て
は
後
述
）。

　

葛
西
は
同
じ
文
で
「
運
命
論
者
の
主
人
公
が
つ
く
ば
つ
た
で
あ
ら
う
砂
丘
」

に
想
い
を
寄
せ
て
い
る
）
11
（

が
、「
運
命
論
者
」
本
文
に
は
、「
兎
あ
る
小
蔭
に
枯
草

を
敷
て
這
ひ
つ
く
ば
い
」
と
あ
り
、「
自
分
」
が
「
砂
丘
」
に
「
つ
く
ば
つ
た
」

か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
よ
う
な
葛
西
の
解
釈
は
、

先
行
し
て
示
さ
れ
た
口
絵
の
印
象
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
つ

ま
り
葛
西
は
、
本
文
の
「
砂
山
」
と
い
う
語
か
ら
、
口
絵
に
描
か
れ
た
人
物
の

足
元
に
あ
る
空
白
の
地
面
を
「
砂
丘
」
と
認
識
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
人
物
に
焦

点
を
合
わ
せ
る
口
絵
の
視
点
に
自
身
の
そ
れ
を
同
一
化
し
た
た
め
に
、
右
の
よ

う
な
「
砂
丘
」
に
「
つ
く
ば
つ
た
」
と
い
う
「
運
命
論
者
」
の
読
み
に
つ
な
が
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
口
絵
と
小
説
テ
ク
ス
ト
と
の
共
時
的
な
読
み
の
可
能
性
の
追
究

は
、
先
に
挙
げ
た
紅
野
謙
介
に
よ
っ
て
、
島
崎
藤
村
の
『
破
戒
』
と
鏑
木
清
方

の
口
絵
を
対
象
に
し
て
為
さ
れ
て
い
る
）
12
（

が
、
小
論
の
意
図
は
共
時
的
な
読
み
の

可
能
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
留
ま
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、『
運
命
』
の

口
絵
は
版
を
重
ね
る
中
で
挿
入
位
置
を
変
え
、
さ
ら
に
は
差
し
替
え
ら
れ
さ
え

も
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
口
絵
の
通
時
的
な
変
遷
を
念
頭
に
置
い
た

場
合
、
小
説
テ
ク
ス
ト
は
如
何
に
読
ま
れ
う
る
の
か
。
固
定
的
で
は
あ
り
え
な

い
口
絵
と
小
説
テ
ク
ス
ト
と
の
関
係
を
具
に
検
証
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
顧

み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
運
動
体
と
し
て
の
書
物
の
一
面
を
明
ら
か
に
す
る
）
13
（

。

一
　『
運
命
』
口
絵
前
史

　

写
真
製
版
の
技
術
は
、
既
述
の
通
り
、
明
治
三
三
年
刊
行
の
徳
冨
蘆
花
『
不

如
帰
』
の
黒
田
清
輝
の
口
絵
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
示
す

の
は
、
第
一
短
編
集
『
武
蔵
野
』（
明
三
四
・
三
、
民
友
社
）
や
第
二
短
編
集
『
独

歩
集
』（
明
三
八
・
七
・
二
六
、
近
事
画
報
社
）
刊
行
時
点
で
写
真
製
版
に
よ

る
口
絵
を
付
す
こ
と
が
物
理
的
に
は
可
能
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
独
歩
は
そ
れ
ら
に
口
絵
を
付
す
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。『
運
命
』

に
お
い
て
初
め
て
写
真
製
版
に
よ
る
口
絵
を
採
用
し
た
要
因
は
何
だ
っ
た
の
か
。

　

ま
ず
押
さ
え
て
お
く
べ
き
は
、
写
真
製
版
に
よ
る
口
絵
に
対
す
る
独
歩
の
認

識
で
あ
る
。『
小
天
地
』
二
巻
九
号
（
明
三
五
・
六
）
に
「
非
凡
人
」
を
独
歩

が
掲
載
し
た
時
の
こ
と
を
回
想
し
た
薄
田
泣
菫
が
、「『
非
凡
人
』
は
其
頃
舶
齎

せ
ら
れ
た
キ
ツ
プ
リ
ン
グ
氏
の
小
説
『
キ
ム
』
の
挿
絵
に
倣
ひ
、
彫
塑
家
の
某

君
に
頼
ん
で
、
口
絵
を
塑
像
に
取
つ
て
、
其
写
を
雑
誌
に
掲
げ
た
。
そ
れ
迄
小
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説
の
口
絵
と
い
つ
た
ら
、
木
版
と
か
石
版
と
か
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
の
を
、
兎
に

角
新
機
軸
を
試
み
た
の
で
あ
つ
た
が
、
夫
が
大
層
同
君
の
気
に
入
つ
た
と
見
え

て
、
態
々
厚
く
其
の
彫
塑
家
に
礼
を
陳
べ
て
来
ら
れ
た
事
が
あ
つ
た
）
14
（

」
と
述
べ

て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
こ
で
は
蘆
花
の
『
不
如
帰
』
の
口
絵
が
度

外
視
さ
れ
、「
小
説
の
口
絵
と
い
つ
た
ら
、
木
版
と
か
石
版
と
か
に
限
ら
れ
て

ゐ
た
」
と
し
て
い
る
が
、『
独
歩
集
』
刊
行
以
前
に
写
真
製
版
に
よ
る
小
説
の

口
絵
に
接
す
る
機
会
を
独
歩
が
持
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
点
で
貴
重
で
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
経
験
は
『
独
歩
集
』
に
お
い
て
活
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
写
真
製
版
の
口
絵
が
『
運
命
』
で
初
め
て
用
い
ら
れ
た
の
は
何
故
か
。

理
由
は
主
に
二
つ
挙
げ
ら
れ
る
。

　

一
つ
に
は
、
独
歩
が
雑
誌
編
集
に
携
わ
る
中
で
写
真
の
利
用
価
値
を
再
認
識

し
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
独
歩
が
編
集
長
を
務
め
た
雑
誌
『
新
古
文

林
』
一
巻
六
号
（
明
三
八
・
九
）
に
は
「
第
一
回
懸
賞
募
集
写
真
披
露
課
題

『
海
』」
と
し
て
、
一
等
か
ら
三
等
各
一
枚
と
選
外
佳
作
二
枚
、
計
五
枚
の
海
景

写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
浜
辺
に
打
ち
寄
せ
る
白
く
泡
立
っ
た
波
を
捉
え
た

も
の
や
穏
や
か
な
海
に
日
が
沈
む
光
景
を
捉
え
た
も
の
な
ど
、
そ
こ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
写
真
か
ら
は
自
然
の
表
情
の
豊
か
さ
が
見
て
取
れ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
懸
賞
募
集
の
背
後
に
は
、
繊
細
な
表
現
を
可
能
に
す
る
写
真
技
術
に
対
し
て

の
独
歩
の
見
識
が
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
小
論
冒
頭
で
も
挙
げ
た
蒲
原
有
明
『
春
鳥
集
』
の
影
響
で
あ

る
。
そ
の
中
に
は
青
木
繁
の
油
彩
画
『
海
の
幸
』
が
写
真
製
版
で
挿
入
さ
れ
て

い
る
）
15
（

が
、
武
林
無
想
庵
の
回
想
を
参
照
す
れ
ば
、
こ
の
詩
集
を
独
歩
が
目
に
し

た
可
能
性
は
非
常
に
高
い
。
と
い
う
の
も
、
無
想
庵
）
16
（

に
よ
れ
ば
、
自
ら
が
小
山

内
薫
ら
と
発
行
し
た
雑
誌
『
七
人
』
第
八
号
（
明
三
八
・
六
・
二
五
）
に
戯
曲

「
竹
村
翠
」
を
掲
載
し
た
頃
に
、
独
歩
が
「
戯
曲
の
こ
う
い
う
書
き
か
た
が
き

ら
い
」
だ
と
述
べ
た
文
学
者
た
ち
の
集
ま
り
が
あ
り
、
そ
れ
に
参
加
し
て
い
た

有
明
の
「
第
三
詩
集
「
春
鳥
集
」
が
、
み
ん
な
の
手
か
ら
手
へ
と
披
露
さ
れ
た
」。

独
歩
が
そ
れ
に
対
し
て
「
こ
れ
は
す
る
め
文
学
だ
！
…
…
か
み
し
め
な
け
れ
ば

味
が
で
な
い
…
…
」
と
「
放
言
し
て
み
ん
な
を
笑
わ
せ
た
」
と
い
う
か
ら
で
あ

る
。こ
れ
が
長
い
時
間
を
経
て
の
回
想
だ
と
い
う
こ
と
を
差
し
引
い
て
も
、「
竹

村
翠
」
と
『
春
鳥
集
』
の
発
行
日
の
差
は
二
週
間
以
内
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
り
、

当
時
の
時
評
）
17
（

に
も
両
者
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
無
想
庵
の
こ
の
回
想

は
一
定
の
信
憑
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
頃
の
独
歩
と
蒲
原
有
明
と
の
関
わ
り
は
密
接
で
、
先

の
『
新
古
文
林
』
に
は
、
有
明
の
詩
「
観
想
」（
一
巻
三
号
、
明
三
八
・
七
）

や
『
聊
斎
志
異
』
の
翻
訳
を
数
編
ま
と
め
た
「
短
話
数
章
」（
一
巻
五
号
、
明

三
八
・
八
）、『
春
鳥
集
』
に
言
及
し
た
萩
声
子
「
官
能
と
芸
術
」（
一
巻
六
号
、

明
三
八
・
九
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
加
え
て
見
逃
せ
な
い
の
は
、『
春
鳥
集
』
が
刊
行
さ
れ
る
約
四
か
月
前
、

青
木
繁
が
有
明
を
通
し
て
独
歩
に
『
海
の
幸
』
の
売
却
を
掛
け
合
っ
て
い
た
事

実
で
あ
る
。
青
木
は
有
明
に
「
拙
作
『
海
の
幸
』
の
儀
、
帰
来
愚
姉
と
も
は
か

り
候
処
許
容
致
呉
れ
候
間
、500,

に
て
売
渡
可
致
候
。
就
て
は
御
手
数
な
が
ら

国
木
田
氏
へ
至
急
貴
兄
よ
り
御
交
渉
被
下
間
敷
哉
。」
と
述
べ
て
い
る
）
18
（

が
、
こ
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の
や
り
取
り
か
ら
分
か
る
の
は
、
独
歩
が
青
木
繁
の
『
海
の
幸
』
に
興
味
を
示

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
青
木
と
有
明
と
の
間
に
共
通
認
識
と
し
て
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、『
海
の
幸
』
が
独
歩
の
手
に
渡
る
こ

と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
）
19
（

が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
青
木
繁

の
『
海
の
幸
』
が
口
絵
と
し
て
挿
入
さ
れ
た
蒲
原
有
明
の
『
春
鳥
集
』
を
独
歩

が
見
逃
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。『
春
鳥
集
』
の
中
で
、
青
木
の
『
海
の
幸
』

を
挟
み
込
む
形
で
、
有
明
が
「
海
の
さ
ち
（
青
木
繁
氏
作
品
）」
と
い
う
詩
を

展
開
し
て
い
る
の
を
独
歩
が
目
の
当
た
り
に
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
文
学
と

絵
画
と
の
協
働
に
よ
る
新
た
な
創
造
の
可
能
性
を
感
じ
取
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、『
春
鳥
集
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
独
歩
集
』

で
は
な
く
、
そ
の
後
の
『
運
命
』
に
お
い
て
初
め
て
写
真
製
版
に
よ
る
口
絵
が

付
さ
れ
、
そ
の
次
に
刊
行
さ
れ
た
第
四
短
編
集
『
濤
声
』
に
お
い
て
も
継
続
し

て
洋
画
家
・
小
杉
未
醒
に
よ
る
口
絵
が
採
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。『
運
命
』

に
口
絵
を
寄
せ
た
満
谷
国
四
郎
が
い
う
よ
う
に
、
独
歩
は
絵
画
に
つ
い
て
「
可

な
り
解
つ
て
居
た
や
う
で
鑑
賞
の
目
も
利
い
て
居
た
）
20
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」
の
で
あ
り
、『
運
命
』

に
口
絵
を
付
し
た
の
も
、
小
説
と
口
絵
と
の
協
働
の
可
能
性
を
考
慮
し
た
上
で

の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
　『
運
命
』
口
絵
の
変
遷

　

そ
れ
で
は
、
小
説
と
口
絵
と
の
協
働
を
『
運
命
』
を
例
に
見
て
い
く
に
あ

た
っ
て
、そ
の
口
絵
の
変
遷
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。手
元
に
あ
る
『
運

命
』
の
初
版
か
ら
六
版
ま
で
（
二
版
を
除
く
）
を
見
る
と
、
初
版
か
ら
五
版
ま

で
用
い
ら
れ
て
い
る
口
絵
（
図
版
【
Ⅰ
】）
が
六
版
で
別
の
口
絵
（
図
版
【
Ⅱ
】）

に
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
）
21
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。
念
の
た
め
、
実
見
し
た
証
拠
と
し

て
以
下
に
『
運
命
』
各
版
の
書
誌
情
報
を
示
す
が
、
三
版
以
後
に
つ
い
て
は
変

更
が
あ
っ
た
点
の
み
記
す
。

　

初
版
は
、
奥
付
に
「
明
治
三
十
九
年
三
月
十
五
日
印
刷
、
明
治
三
十
九
年
三

月
十
八
日
発
行
、
著
作
者 

国
木
田
哲
夫
、
発
行
者 

戸
田
直
秀
、
発
行
所 

左

久
良
書
房
、
印
刷
者 

佐
久
間
衡
治
、
印
刷
所 

株
式
会
社
秀
英
社
」
と
あ
る
。

表
紙
全
体
の
基
調
は
紺
色
、
表
表
紙
左
肩
の
「
運
命　

国
木
田
独
歩
著
」
の
文

字
は
白
色
の
ゴ
シ
ッ
ク
体
、
そ
の
右
に
は
、
縦
長
の
長
方
形
の
黒
枠
中
に
小
杉

未
醒
に
よ
る
表
紙
画
が
配
さ
れ
、
背
は
無
地
で
あ
る
。
裏
表
紙
中
央
に
水
流
と

桜
の
花
び
ら
を
意
匠
化
し
た
と
思
わ
れ
る
円
形
の
図
柄
が
配
さ
れ
部
分
的
に
金

の
箔
押
し
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　

三
版
は
、
奥
付
の
初
版
印
刷
発
行
日
の
下
に
「
明
治
四
十
年
五
月
十
三
日
三

版
」
と
追
加
、「
印
刷
者　

高
塚
慶
次
、
印
刷
所　

三
協
印
刷
株
式
会
社
」
に

変
更
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
全
体
の
基
調
は
青
色
、
表
表
紙
の
題
・
著
者
名
が
朱

色
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
初
版
で
は
無
地
だ
っ
た
背
に
も
題
・
著
者
名

が
付
さ
れ
た
跡
が
あ
る
が
劣
化
に
よ
り
色
は
不
明
。
裏
表
紙
の
図
柄
は
初
版
と

同
型
で
箔
押
し
の
跡
は
な
い
。

　

四
版
は
、
奥
付
の
発
行
日
が
「
明
治
四
十
年
十
月
一
日
四
版
」
と
な
り
、
表

紙
全
体
の
基
調
は
灰
緑
色
、
表
表
紙
の
題
・
著
者
名
は
白
色
に
戻
さ
れ
、
背
の

題
・
著
者
名
は
銀
色
、
裏
表
紙
右
下
隅
に
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
水
流
と
桜
の
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花
び
ら
の
モ
チ
ー
フ
を
菱
形
に
し
た
図
柄
が
型
押
し
さ
れ
て
い
る
。

　

五
版
は
、
発
行
日
が
「
明
治
四
十
一
年
七
月
十
日
五
版
」
と
な
り
、「
著
作

者 
国
木
田
独
歩
、
発
行
者 

関
宇
三
郎
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
全
体
は

濃
茶
色
の
地
に
薄
茶
色
の
織
り
布
模
様
が
基
調
と
な
っ
て
い
る
。
背
の
題
・
著

者
名
は
消
え
、
裏
表
紙
右
下
隅
の
型
押
し
の
図
柄
が
正
方
形
に
見
え
る
角
度
に

変
更
さ
れ
て
い
る
。

　

六
版
は
、
発
行
日
が
「
明
治
四
十
一
年
九
月
十
五
日
六
版
」
と
な
り
、
背
に

題
・
著
者
名
が
菫
色
で
追
加
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、『
運
命
』
は
版
を
重
ね
る
ご
と
に
意
匠
を
細
か

く
変
更
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
版
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
意
匠
が
変
更
さ
れ

て
い
る
点
は
、「
こ
の
書
を
國
木
田
哲
夫
柳
田
國
男
二
氏
に
呈
す
」
と
の
献
辞

が
付
さ
れ
た
田
山
花
袋
の
『
花
袋
集
』（
初
版
は
明
四
一
・
三
、
易
風
社
）
と

同
様
で
あ
る
）
22
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。
こ
う
い
っ
た
例
は
同
時
期
の
単
行
本
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
要
素
が

あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
点
で
興
味
深
い
。

　

さ
て
、
問
題
の
『
運
命
』
口
絵
に
つ
い
て
だ
が
、
六
版
で
差
し
替
え
ら
れ
る

以
前
に
も
口
絵
に
関
し
て
細
部
の
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
触
れ
た
。
す
な

わ
ち
、
口
絵
の
挿
入
位
置
変
更
で
あ
る
が
、
初
版
、
三
版
で
は
、
目
次
の
後
、

つ
ま
り
、「
運
命
論
者
」
の
直
前
の
頁
に
口
絵
が
挿
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

四
版
以
後
で
は
、
巻
頭
の
目
次
の
前
に
口
絵
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
変
更
は
口
絵
の
持
つ
意
味
合
い
が
大
き
く
変
わ
る
と
い
う
点
で
見
逃
せ
な

い
。
と
い
う
の
も
、
初
版
、
三
版
の
口
絵
が
「
運
命
論
者
」
に
付
さ
れ
た
も
の

と
受
け
取
ら
れ
う
る
の
に
ひ
き
か
え
、
四
版
以
後
の
口
絵
は
短
編
集
『
運
命
』

全
体
に
付
さ
れ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
独
歩

の
『
運
命
』
に
関
し
て
、
四
版
以
後
の
版
で
初
め
て
手
に
し
た
読
者
に
と
っ
て

は
、
口
絵
が
初
版
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
人
物
に
「
運

命
論
者
」
以
外
の
小
説
の
登
場
人
物
を
重
ね
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
図
版
【
Ⅰ
】
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
背
景
の
景
色
が
曖
昧
に
描
か

れ
た
そ
の
口
絵
は
固
有
の
場
所
を
明
確
に
は
特
定
せ
ず
、
ま
た
、
そ
こ
に
描
か

れ
た
人
物
の
輪
郭
が
ぼ
や
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
様
々
な
人
物
を
当

て
は
め
る
余
地
が
あ
る
。
こ
の
口
絵
は
内
実
を
伴
わ
な
い
空
虚
な
器
に
喩
え
る

こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
の
空
虚
さ
に
よ
っ
て
『
運
命
』
所
収
の
各
小
説
の
何
人

か
の
登
場
人
物
を
そ
の
口
絵
の
人
物
に
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
口
絵
の
挿
入
位
置
変
更
に
作
者
で
あ
る
独
歩
の

意
図
が
介
在
し
て
い
た
の
か
も
問
題
と
な
る
。『
運
命
』
四
版
が
発
行
さ
れ
た

明
治
四
〇
年
一
〇
月
に
至
る
ま
で
の
直
近
の
独
歩
の
動
向
を
見
て
み
る
と
、

「『
暴
風
』
休
載
に
就
き
」（『
日
本
』
明
四
〇
・
八
・
二
八
）
の
中
で
、『
濤
声
』

（
明
四
〇
・
五
、
彩
雲
閣
）
所
収
の
小
説
に
触
れ
た
流
れ
で
、「
他
の
八
編
は
悉

く
「
独
歩
集
」、「
運
命
」
と
同
時
代
若
し
く
は
、
よ
り
古
き
作
物
に
有
之
」
と

『
運
命
』
に
言
及
し
て
お
り
、「
余
が
作
品
と
事
実
」（『
文
章
世
界
』
二
巻
一
〇

号
、
明
四
〇
・
九
）
に
お
い
て
も
、「
余
が
今
日
ま
で
書
き
た
る
小
説
は
最
近

の
数
編
を
除
け
ば
、「
武
蔵
野
」「
独
歩
集
」「
運
命
」「
濤
声
」
の
四
冊
に
網
羅

し
て
あ
る
。」
と
の
書
き
出
し
で
、「
◎
酒
中
日
記
（「
運
命
」
に
あ
り
）」
と
い
っ

た
小
見
出
し
ご
と
に
自
ら
の
小
説
に
解
説
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
発
言
を

踏
ま
え
れ
ば
、『
運
命
』
四
版
発
行
に
至
る
ま
で
に
独
歩
が
短
編
集
と
し
て
の
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『
運
命
』
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
口
絵
の
有
無
に
意
識
的
で

あ
っ
た
独
歩
が
四
版
で
口
絵
の
挿
入
位
置
を
変
更
し
た
可
能
性
は
高
い
。
さ
ら

に
付
け
加
え
る
と
、
の
ち
の
五
版
は
、
発
行
の
直
前
に
独
歩
が
亡
く
な
り
、
命

日
の
六
月
二
三
日
か
ら
発
行
ま
で
の
期
間
が
二
週
間
あ
ま
り
し
か
空
い
て
い
な

い
た
め
、
四
版
の
口
絵
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
口

絵
が
差
し
替
え
ら
れ
る
と
い
う
大
き
な
変
更
が
加
え
ら
れ
た
六
版
は
、
そ
の
発

行
が
独
歩
没
後
三
か
月
近
く
を
経
過
し
た
後
の
こ
と
で
あ
り
、
口
絵
の
差
し
替

え
に
独
歩
の
意
図
が
介
在
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
六
版
に
お
け
る
口

絵
の
差
し
替
え
は
、
や
は
り
そ
れ
を
描
い
た
満
谷
国
四
郎
が
直
接
関
わ
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
で
詳
し
く
述
べ
る
。
そ
れ
で

は
、
以
下
で
『
運
命
』
各
版
の
小
説
と
口
絵
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

三
　「
運
命
論
者
」
と
『
運
命
』
初
版
、
三
版
口
絵

　

ま
ず
は
「
運
命
論
者
」
の
テ
ク
ス
ト
と
そ
れ
に
付
随
す
る
と
考
え
ら
れ
る

『
運
命
』
初
版
、
三
版
の
口
絵
と
を
併
せ
て
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。
そ
れ
に

先
立
っ
て
「
運
命
論
者
」
の
構
造
を
語
り
の
観
点
か
ら
概
観
し
て
お
く
。「
運

命
論
者
」
は
、「
或
日
自
分
は
何い
つ
も時
の
や
う
に
〜
面
白
い
場
所
を
発み

つ見
け
た
。」

と
い
う
「《
一
》」
の
文
に
示
さ
れ
る
と
お
り
「
自
分
」
の
語
り
で
始
ま
り
、
末

尾
の
「《
七
》」
の
「
其
後
自
分
は
此
男
に
遇あ
は

な
い
の
で
あ
る
。」
と
い
う
「
自
分
」

の
語
り
で
結
ば
れ
る
。
そ
の
間
に
自
ら
の
半
生
を
回
顧
す
る
「
高
橋
信
造
」
の

物
語
が
挟
ま
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
枠
小
説
の
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。
語
り
手
の

「
自
分
」
が
そ
の
ま
ま
登
場
人
物
と
し
て
、
話
し
手
で
あ
る
「
信
造
」
の
物
語

の
聞
き
手
に
回
り
、
そ
の
物
語
を
「
自
分
」
の
語
り
に
取
り
込
む
そ
の
構
造
を

「
話
し
手
と
語
り
手
の
二
重
化
」
と
呼
ぶ
後
藤
康
二
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、

「「
自
分
」
が
高
橋
信
造
の
話
を
読
者
に
物
語
る
時
、
高
橋
信
造
の
言
葉
を
そ
の

ま
ま
な
ぞ
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
「
引
用
・
描
写
」
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
、

さ
ら
に
、「
独
歩
の
小
説
の
特
徴
は
、
物
語
の
引
用
・
描
写
に
よ
っ
て
、
他
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
内
在
さ
せ
た
表
現
で
あ
る
」
と
し
、「
運
命
論

者
」
の
「
自
分
」
が
「
話
し
手
と
そ
の
物
語
を
中
心
化
す
る
「
場
」
を
こ
し
ら

え
て
く
れ
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
」
と
す
る
）
23
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。
こ
れ
ら
の
解
釈
は
一
面
で
は
正

し
い
が
、「
自
分
」
と
「
高
橋
信
造
」
と
い
っ
た
人
物
の
「
実
在
」、
す
な
わ
ち
、

聞
き
手
と
話
し
手
と
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
的
に
虚
構
世
界
に
存
在
す
る
と
い
う
こ

と
を
無
条
件
に
前
提
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
再
考
す
べ
き
問
題
を
含
ん
で

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
は
た
し
て
、「
自
分
」
に
と
っ
て
の
「
他
者
」
と
し
て
、

「
高
橋
信
造
」
は
「
実
在
」
す
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
「
運
命
論
者
」

の
「《
一
》」
に
お
け
る
「
高
橋
信
造
」
の
登
場
場
面
を
確
認
し
た
い
。

　
「
持
て
来
た
小
説
を
懐
か
ら
出
し
て
心
長
閑
に
読
ん
で
居
」
り
、「
何
時
し
か

心
を
全
然
書
籍
に
取
ら
れ
て
了
つ
た
」「
自
分
」
は
、「
物
音
の
為
た
や
う
で
あ

る
か
ら
何
心
な
く
頭
を
上
げ
る
と
、
自
分
か
ら
四
五
間
離
れ
た
処
に
人
が
立
て

居
た
」
の
に
気
が
つ
く
。
そ
の
人
と
は
無
論
「
高
橋
信
造
」
で
あ
る
が
、「
自
分
」

に
は
「
信
造
」
が
、「
何
時
此
処
へ
来
て
、
何
処
か
ら
現
は
れ
た
の
か
少
も
気

が
つ
か
な
か
つ
た
の
で
、
恰
も
地
の
底
か
ら
湧
出
た
か
の
や
う
に
思
は
れ
」
る
。

こ
こ
で
は
「
自
分
」
の
語
り
に
よ
っ
て
、「
小
説
」
の
世
界
と
「
現
実
」
の
世
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界
と
の
境
界
を
曖
昧
に
す
る
よ
う
な
操
作
）
24
（

が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か

し
後
藤
は
、
別
の
論
考
）
25
（

で
「
自
分
」
と
「
高
橋
信
造
」
と
の
出
会
い
の
場
面
を

取
り
上
げ
な
が
ら
も
、「
運
命
論
者
」
本
文
の
引
用
を
右
の
文
に
続
く
「
自
分

は
驚
い
て
能
く
見
る
と
年
輩
は
三
十
ば
か
り
」
と
い
う
箇
所
よ
り
後
に
限
っ
て

お
り
、
右
に
挙
げ
た
箇
所
は
不
問
に
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
後
藤
は
、

「
対
話
の
相
手
は
、
本
質
的
に
は
他
者
で
は
な
い
」
と
い
う
前
提
を
認
め
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、「
小
説
」
の
世
界
と
「
現
実
」
の
世
界
と
を
曖
昧
に
す
る
「
自

分
」
の
虚
構
的
な
装
い
を
無
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「「
運
命
論
者
」
の
最
初

の
語
り
手
で
あ
る
《
自
分
》
に
と
っ
て
、「
怪
の
男
」
が
他
者
と
し
て
立
ち
現

れ
た
」
と
い
う
矛
盾
し
た
主
張
を
推
し
進
め
得
た
と
い
え
る
。
当
然
の
こ
と
だ

が
、「
高
橋
信
造
」
の
存
在
が
「
自
分
」
以
外
の
第
三
者
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ

な
い
限
り
、「
信
造
」
に
「
他
者
」
と
し
て
の
相
貌
を
認
め
る
こ
と
は
難
し
い
。

「
自
分
」
と
「
信
造
」
の
存
在
の
個
別
性
を
保
証
す
る
第
三
者
が
存
在
し
な
い

「
運
命
論
者
」
か
ら
「
対
話
性
」
を
引
き
出
す
こ
と
は
、
こ
の
小
説
を
曲
解
す

る
こ
と
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。
や
は
り
、
冒
頭
箇
所
と
対
応
す
る
形
で
「
其
後

自
分
は
此
男
に
遇
な
い
の
で
あ
る
。」
と
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

「
運
命
論
者
」
の
語
り
手
「
自
分
」
の
存
在
の
み
が
確
か
に
保
証
さ
れ
、「
自
分
」

以
外
に
目
撃
さ
れ
て
い
な
い
「
高
橋
信
造
」
は
、「
小
説
」
世
界
と
「
現
実
」

世
界
と
を
媒
介
す
る
「
自
分
」
に
見
い
だ
さ
れ
た
、「
小
説
」
と
地
続
き
の
虚

構
世
界
内
の
存
在
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
信
造
」

は
「
自
分
」
の
「
小
説
」
的
な
想
像
力
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
箇
所
と
し
て
、
先
に
挙
げ
た
「
恰
も
地
の
底0

か
ら
湧

出
た
か
の
や
う
に
思
は
れ
」
た
と
い
う
「
自
分
」
の
「
信
造
」
へ
の
第
一
印
象

を
示
し
た
一
文
の
「
地
の
底
」
と
い
う
表
現
に
特
に
注
目
し
た
い
。
と
い
う
の

も
、
こ
れ
は
、「
信
造
」
が
自
身
の
半
生
を
物
語
る
際
の
言
葉
と
呼
応
す
る
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「《
三
》」
の
「
不
自
然
な
る
境
に
置

れ
た
る
少
年
は
何
時
し
か
其
暗
き
不
自
然
の
底0

に
蔭ひ
そ

ん
で
居
る
黒
点
を
認
め
る

こ
と
が
出
来
た
の
だ
ら
う
」
と
い
う
「
信
造
」
の
言
葉
は
、
少
年
時
代
の
自
ら

の
境
遇
を
「
不
自
然
の
底
」
と
い
う
言
葉
で
示
し
て
お
り
、「
地
の
底
」
と
い

う
「
自
分
」
の
言
葉
と
響
き
合
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、「《
四
》」
の
「
殆
ど

何
人
も
想
像
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
陥お
と
し
あ
な穽が

僕
の
前
に
出
来
て
居
て
、
悪
運
の

鬼
は
惨
刻
に
も
僕
を
突
き
落
し
ま
し
た
。」
と
い
う
言
葉
を
見
て
も
よ
い
。「
陥

穽
」
に
突
き
落
と
さ
れ
た
と
い
う
「
信
造
」
の
言
葉
は
、
自
ら
が
の
ち
に
不
幸

な
境
遇
に
陥
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
隠
喩
的
な
表
現
だ
が
、
そ
れ
も

ま
た
、「
自
分
」
が
「
信
造
」
の
存
在
に
気
づ
い
た
と
き
に
感
じ
た
「
地
の
底
」

と
い
う
言
葉
と
呼
応
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
見
受
け
ら
れ
る
「
信
造
」
と
「
自

分
」
と
の
感
性
の
類
似
か
ら
、「
信
造
」
の
言
葉
は
、「
小
説
」
世
界
に
通
ず
る

「
自
分
」
に
よ
っ
て
紡
ぎ
だ
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
視
座
か
ら
『
運
命
』
初
版
、
三
版
の
口
絵
（
図
版
【
Ⅰ
】）
を

見
る
と
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
人
物
の
輪
郭
の
曖
昧
さ
が
、「
自
分
」
が
見
た
「
高

橋
信
造
」
の
存
在
の
不
確
か
さ
と
響
き
合
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
で

は
、
こ
の
口
絵
の
人
物
を
「
高
橋
信
造
」
と
見
做
す
こ
と
が
出
来
る
根
拠
を
確

認
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
「
運
命
論
者
」
冒
頭
の
「
信
造
」
の
外
見
描
写
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
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る
と
、
鎌
倉
に
「
年
中
住
ん
で
居
る
」
と
い
う
「
自
分
」
は
、
そ
の
浜
辺
に
「
都

人
士
ら
し
い
者
の
姿
を
見
る
は
稀
」
と
冒
頭
で
語
る
が
、
そ
の
後
「
年
輩
は
三

十
ば
か
り
、
面
長
の
鼻
の
高
い
男
、
背
は
す
ら
り
と
し
た
膄
形
、
衣
装
と
い
ひ

品
と
い
ひ
、
一
見
し
て
別
荘
に
来
て
居
る
人
か
、
そ
れ
と
も
旅
宿
を
取
つ
て
滞

留
し
て
居
る
紳
士
」
と
見
ら
れ
る
「
高
橋
信
造
」
の
存
在
を
認
め
る
。
や
は
り
、

口
絵
の
人
物
の
中
折
れ
帽
を
被
っ
た
そ
の
姿
は
、「
信
造
」
を
「
青
年
紳
士
」

と
呼
ぶ
鎌
倉
在
住
の
「
自
分
」
よ
り
も
、
そ
う
呼
ば
れ
る
「
信
造
」
に
ふ
さ
わ

し
い
。「
今
日
ま
で
の
生
涯
の
経
過
」
を
語
っ
た
の
ち
に
、「
淋
し
き
砂
山
の
頂

に
立
つ
て
沖
を
遥
に
眺
て
居
た
」
と
「
自
分
」
に
顧
み
ら
れ
る
「
信
造
」
の
姿

は
、
こ
の
口
絵
の
人
物
に
違
和
感
な
く
当
て
は
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
口
絵
の
人
物
の
恰
好
だ
け
で
な
く
表
情
や
姿
勢
の
細
部
を
確
か
め

る
と
、「
運
命
論
者
」
の
語
り
手
と
し
て
の
「
自
分
」
が
顧
み
た
「
信
造
」
の

心
情
や
情
況
が
口
絵
の
人
物
に
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　

ま
ず
、
左
手
で
帯
を
し
っ
か
り
と
握
り
し
め
る
様
子
に
注
目
し
た
い
。「
若

し
貴
様
が
僕
の
物
話マ
マ

を
悉
皆
聴
て
、
其
上
で
僕
を
救
ふ
の
策
を
立
て
ゝ
下
さ
る

の
な
ら
僕
は
此
上
も
な
い
幸
福
で
す
。」
や
「
若
し
此
運
命
か
ら
僕
を
救
ひ
得

る
人
が
あ
る
な
ら
、
僕
は
謹
し
ん
で
教
を
奉
じ
ま
す
。
其
人
は
僕
の
救
主
で

す
。」
と
い
う
言
葉
を
発
す
る
「
信
造
」
は
、「
他
人
の
自
殺
を
知
つ
て
之
を
傍

観
す
る
訳
に
は
行
き
ま
せ
ん
」
と
述
べ
た
「
自
分
」
に
対
し
て
挑
発
的
な
発
言

を
し
て
い
る
よ
う
に
も
捉
え
ら
れ
る
が
、「
信
造
」
の
そ
の
言
葉
か
ら
は
、
自

ら
を
救
抜
し
て
く
れ
る
何
か
に
縋
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
同
時
に
う
か
が
え

る
。
こ
の
よ
う
な
「
信
造
」
の
心
情
を
読
み
取
る
「
自
分
」
の
眼
差
し
が
、
こ

の
人
物
の
左
手
に
投
影
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
足
元
が
曖
昧
に
ぼ
か
さ
れ
て
い
る
点
は
、
そ
の
人
物
の
不
安
定
な
性

情
や
立
場
を
表
象
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
自
殺
は
決
心
で
す
。
始
終
惑
ま
ど
ひ

の
た
め
に
苦
ん
で
居
る
者
に
、
如
何
し
て
此
決
心
が
起
り
ま
せ
う
。」
や
「
自

殺
の
力
も
な
く
、
自
滅
を
待
つ
ほ
ど
の
意
久マ
マ

地
の
な
い
も
の
と
成
り
果
て
居

る
」
と
い
う
吐
露
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、「
信
造
」
は
自
身
で
決
心
す
る
こ

と
の
出
来
な
い
情
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
信
造
」
の
立
場
の
危

う
さ
を
見
て
取
る
「
自
分
」
の
視
線
が
口
絵
の
人
物
の
足
元
に
投
影
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
運
命
』
初
版
、
三
版
の
口
絵
で
は
、「
運
命
論
者
」
の
「
自
分
」
が
眼
差
す

「
高
橋
信
造
」
の
形
象
と
親
和
性
を
持
っ
た
人
物
の
表
象
が
な
さ
れ
て
い
る
と

言
え
る
。四

　
短
編
集
『
運
命
』
の
口
絵

　

第
二
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、『
運
命
』
初
版
と
同
じ
口
絵
は
四
、
五
版
に

お
い
て
巻
頭
の
目
次
の
前
に
挿
入
位
置
が
変
更
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
運
命
論
者
」
に
付
随
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
た
口
絵
の
役
割
は
変
わ
り
、『
運

命
』
所
収
の
各
小
説
と
響
き
合
い
を
見
せ
る
「
短
編
集
『
運
命
』
の
口
絵
」
と

し
て
捉
え
な
お
す
こ
と
が
で
き
る
。そ
れ
で
は
、具
体
的
に
各
小
説
と
口
絵
（
図

版
【
Ⅰ
】）
と
は
ど
の
よ
う
な
響
き
合
い
を
見
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。「
運
命
論
者
」

の
後
の
「
巡
査
」
以
下
の
小
説
を
収
録
順
に
見
て
い
き
た
い
。
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ま
ず
「
巡
査
」
に
つ
い
て
だ
が
、
口
絵
の
人
物
と
見
合
う
登
場
人
物
は
見
受

け
ら
れ
な
い
。「
骨
格
の
逞
し
い
、背
の
高
い
堂
々
た
る
偉
丈
夫
」
で
あ
り
、「
柔

和
の
相
貌
と
は
言
へ
な
い
」
人
物
で
あ
る
「
山
田
銑
太
郎
」
は
、
口
絵
の
人
物

と
同
一
人
物
と
は
受
け
取
れ
ず
、
舞
台
設
定
も
ま
た
「
指
物
屋
の
二
階
の
一
室
」

で
あ
る
た
め
口
絵
に
見
合
わ
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、「
大
河
今
蔵
」
の
手
記
と
い
う
体
裁
を
取
る
「
酒
中
日
記
」
は

ど
う
か
。
舞
台
設
定
は
「
小
ぽ
け
な
島
、
馬
島
と
い
ふ
島
」
で
あ
り
、
口
絵
に

描
か
れ
た
屋
外
の
景
色
と
親
和
性
が
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
さ
ら
に
口
絵
に
見

合
う
場
面
が
あ
る
の
で
、「
今
蔵
」
の
手
記
の
部
分
か
ら
「
五
月
十
一
日
」
の

記
述
を
見
て
み
た
い
。

　

今
日
は
朝
か
ら
雨
降
り
風
起
り
て
、
湖
水
の
や
う
な
海
も
流
石
に
波
音

が
高
い
。
山
は
鳴
つ
て
居
る
。
／
（
改
行
を
示
す
、
以
下
同
│
引
用
者
注
）

（
略
）
要
す
る
に
自
分
は
孤
独
で
あ
る
。（
略
）
／
親
と
か
子
と
か
兄
弟
と

か
、
朋
友
と
か
社
会
と
か
、
人
の
周
囲
に
は
人
の
心
を
動
か
す
も
の
が
出

来
て
居
る
。
ま
ぎ
ら
す
者
かマ
マ

出
来
て
居
る
。
若
し
こ
れ
等
が
皆
な
消
え
去

せ
て
山
上
に
樹
つ
て
居
る
一
本
松
の
や
う
に
、
た
ゞ
一
人
、
無
人
島
の
荒

磯
に
住
ん
で
居
た
ら
ど
う
だ
ら
う
。
風
は
急
に
雨
は
暗
く
海
は
怪
し
く
叫

ぶ
時
、
人
の
生
命
、
此
地
の
上
に
住
む
人
の
一
生
を
楽
し
い
も
の
、
望
あ

る
も
の
と
感
ず
る
こ
と
が
出
来
や
う
か
。

　

寄
る
辺
の
な
い
自
ら
の
境
遇
に
対
す
る
「
今
蔵
」
の
心
情
の
吐
露
が
こ
こ
に

は
見
受
け
ら
れ
る
が
、「
今
蔵
」
の
「
孤
独
」
は
、
高
い
「
波
音
」
や
「
海
」

の
「
怪
し
く
叫
ぶ
」
音
を
招
き
寄
せ
る
。
遠
く
の
物
音
に
ひ
と
り
耳
を
澄
ま
す

こ
の
よ
う
な
情
景
と
口
絵
と
の
関
係
を
改
め
て
見
直
す
と
、
口
絵
の
人
物
が
右

手
を
右
耳
に
か
ざ
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
背
後

に
あ
る
黒
い
影
を
「
波
音
」
を
高
く
す
る
強
風
に
煽
ら
れ
た
木
々
と
捉
え
て
み

る
と
、
口
絵
の
人
物
に
、
耳
を
澄
ま
す
「
今
蔵
」
の
「
一
本
松
の
や
う
に
、
た
ゞ

一
人
」
佇
む
姿
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
「
馬
上
の
友
」
は
ど
う
か
。
船
上
で
旧
友
と
遭
遇
し
た
「
自
分
」
が
そ

の
旧
友
と
の
幼
い
日
々
を
回
顧
す
る
と
い
う
筋
の
小
説
だ
が
、
口
絵
の
人
物
に

相
当
す
る
登
場
人
物
や
場
面
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

次
の
「
悪
魔
」
に
つ
い
て
だ
が
、「
自
分
」
す
な
わ
ち
「
布
浦
武
雄
」
が
初

め
て
「
浅
海
謙
輔
」
を
目
撃
す
る
「《
二
》」
の
一
節
を
見
て
み
た
い
。

　

夏
の
末
、
秋
の
初
の
夜
の
冴
え
渡
り
、
半
円
の
月
清
く
澄
み
て
下
界
は

し
つ
と
り
と
露
け
く
静
か
に
、
山
も
林
も
黒
い
影
に
淡う
す
も
や霧

の
白
き
光
を
浴

び
て
浮
ん
で
居
る
。

　

丘
の
背
を
辿
つ
て
山
内
の
裏
山
ま
で
来
て
、
小マ
マ

供
の
時
か
ら
君
子
等
と

筵
を
布
い
て
遊
ん
だ
平
地
へ
出
る
と
此
処
か
ら
は
北
向
の
村
を
見
渡
す
こ

と
が
出
来
る
。
村
は
何
処
、
林
は
何
処
、
た
ゞ
見
る
、
月
の
光
は
、
あ
ら

ゆ
る
直
線
を
和
げ
、
あ
ら
ゆ
る
色
彩
を
融
き
、
我
世
を
さ
な
が
ら
夢
の
世

に
変
て
居
る
の
で
あ
る
。
自
分
は
岩
陰
に
佇
立
ん
で
居
た

　

暫
く
す
る
と
何
者
か
自
分
と
同
く
上
つ
て
来
た
人
の
気
勢
、
静
に
控
へ
、

呼
吸
を
凝
ら
し
て
居
る
と
、
其
者
は
自
分
の
傍
ら
の
岩
に
腰
を
か
け
た
。

隔
つ
こ
と
十
歩
、
さ
れ
ど
岩
陰
は
自
分
を
隠
く
し
て
居
る
。

　

彼
も
動
か
ず
、
我
も
動
か
ず
、
斯
く
て
幾
分
を
過
ぎ
た
。
此
時
、
寂
と
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し
て
音
な
く
、
た
ゞ
何
処
に
か
虫
の
音
の
微
か
に
、
遠
く
聞
え
る
ば
か
り
。

「
北
向
の
村
を
見
渡
す
こ
と
が
出
来
る
」「
平
地
」
と
い
う
場
所
は
口
絵
に
描

か
れ
た
風
景
に
見
合
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
の
、「
岩
陰
」
の
「
岩
」

に
相
当
す
る
も
の
を
口
絵
の
中
に
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
あ
る

人
物
が
も
う
一
方
の
人
物
を
背
後
か
ら
息
を
潜
め
て
見
て
い
る
と
い
う
構
図
は

そ
こ
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
一
見
す
る
と
分
か
り
づ
ら
い
が
、
中
央
左
の

人
物
の
背
後
に
描
か
れ
て
い
る
錯
綜
し
た
黒
い
影
を
右
に
辿
っ
て
い
く
と
、
帽

子
を
被
っ
た
人
物
の
輪
郭
が
ぼ
ん
や
り
と
浮
か
び
あ
が
り
、
そ
の
人
物
が
正
面

の
人
物
を
背
後
か
ら
見
つ
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
絵
を

「
悪
魔
」
の
右
の
一
場
面
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
牽
強
付
会
と
と
ら
れ
る
恐
れ

も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
よ
う
に
読
み
取
り
う
る
ほ
ど
の
多
義
性
が
こ
の

口
絵
に
は
備
わ
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

さ
て
、
以
後
の
「
画
の
悲
み
」「
空
知
川
の
岸
辺
」「
非
凡
な
る
凡
人
」「
日

の
出
」
に
つ
い
て
は
、
口
絵
に
相
当
す
る
登
場
人
物
や
場
面
は
見
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
短
編
集
『
運
命
』
の
口
絵
」
と
し
て
図
版
【
Ⅰ
】
を
捉
え
な

お
し
て
み
る
と
、「
運
命
論
者
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
、「
酒
中
日
記
」
や
「
悪

魔
」
と
い
っ
た
小
説
の
場
面
ま
で
を
も
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
多
義
性
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

五
　『
運
命
』
六
版
に
お
け
る
口
絵
の
差
し
替
え
と
そ
の
意
義

　
『
運
命
』
の
口
絵
は
六
版
で
大
き
く
変
化
を
遂
げ
る
。
繰
り
返
し
述
べ
て
い

る
よ
う
に
別
の
口
絵
に
差
し
替
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
帽
子
を
被
っ

た
男
性
を
繊
細
な
タ
ッ
チ
で
捉
え
た
初
版
か
ら
五
版
ま
で
の
絵
と
は
異
な
っ
て
、

口
髭
を
蓄
え
た
男
性
が
海
岸
線
沿
い
に
立
っ
て
海
の
方
を
眺
め
て
い
る
輪
郭
の

明
瞭
な
絵
で
あ
る
（
図
版
【
Ⅱ
】）。
そ
も
そ
も
何
故
こ
の
口
絵
に
差
し
替
え
ら

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
運
命
』
五
版
発
行
の
五
日
後
、
口
絵
が
差
し
替
え
ら
れ
た
六
版
発
行
の
ち
ょ

う
ど
二
か
月
前
、
口
絵
を
描
い
た
満
谷
国
四
郎
が
「
茅
ヶ
崎
の
方
へ
一
番
終
ひ

に
見
舞
に
行
つ
た
時
今
度
写
真
を
撮
つ
た
か
ら
、
そ
れ
が
出
来
上
が
つ
た
ら
一

つ
肖
像
を
画
い
て
呉
れ
と
い
つ
た
が
、
未
だ
そ
の
写
真
を
み
な
い
う
ち
に
独
歩

君
は
死
ん
で
了
つ
た
。
い
づ
れ
、
病
中
や
死
去
の
折
の
印
象
が
薄
れ
た
頃
、
壮

健
な
時
分
の
独
歩
君
を
思
ひ
出
し
て
、
描
い
て
残
し
て
置
き
度
い
）
26
（

」
と
述
べ
て

い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
と
い
う
の
も
、
満
谷
が
こ
の
文
を
寄
せ
た
『
新

潮
』
特
別
号
の
『
国
木
田
独
歩
』（
明
四
一
・
七
、
新
潮
社
）
に
は
、
青
年
時

代
か
ら
晩
年
ま
で
の
独
歩
の
肖
像
写
真
が
巻
頭
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
六
版
口

絵
の
人
物
の
恰
好
と
酷
似
し
た
姿
の
独
歩
の
写
真
（
図
版
【
Ⅲ
】）
も
そ
こ
に

は
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
口
絵
の
人
物
が
独
歩
に
肖
せ
て
描
か
れ

た
か
は
さ
て
お
き
、
や
は
り
、
明
治
四
一
年
六
月
二
三
日
に
亡
く
な
っ
た
独
歩

を
追
悼
す
る
文
脈
の
中
で
『
運
命
』
の
口
絵
も
差
し
替
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
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る
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
差
し
替
え
ら
れ
た
口
絵
は
、『
運
命
』
所
収
の
小
説
テ
ク

ス
ト
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
と
り
結
ぶ
の
か
。
ま
ず
考
え
る
べ
き
は
、
初
版
口

絵
（
図
版
【
Ⅰ
】）
を
見
た
こ
と
の
あ
る
読
者
と
そ
う
で
な
い
読
者
と
で
受
け

取
り
方
が
異
な
る
可
能
性
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
こ
で
は
口
絵
の
通
時
的
な
変
遷

を
問
題
に
し
て
い
る
た
め
、
初
版
口
絵
と
の
比
較
を
前
提
に
話
を
進
め
て
い
く
。

初
版
口
絵
と
六
版
口
絵
と
を
並
べ
て
み
る
と
、
い
ず
れ
の
人
物
も
ほ
と
ん
ど
同

じ
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
初
版
口
絵
が
「
運
命

論
者
」
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
差
し
替
え
ら
れ
た
口

絵
と
「
運
命
論
者
」
と
の
関
係
を
ま
ず
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、

こ
の
口
絵
の
人
物
は
「
運
命
論
者
」
の
う
ち
の
ど
の
人
物
と
し
て
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、「
高
橋
信
造
」
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
だ
が
、
初
版
口
絵
と
六
版

口
絵
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
は
、
同
じ
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
も
の
の
、
表
情
や
恰

好
に
違
い
が
見
て
取
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
年
恰
好
が
異
な
っ
て
見
え
る
点
に
は
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
初
版
口
絵
の
人
物
に
関
し
て
い
え
ば
、
髭
の
な
い
滑

ら
か
な
そ
の
顔
に
は
陰
影
が
な
く
若
さ
が
感
じ
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
六
版
口

絵
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
口
髭
が
蓄
え
ら
れ
た
そ
の
顔
の
頬
や
首
筋
に
陰
影
が

見
ら
れ
る
た
め
若
い
人
物
と
は
受
け
取
れ
ず
、「
自
分
」
に
よ
っ
て
「
青
年
紳

士
」
と
名
指
さ
れ
る
「
高
橋
信
造
」
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

し
た
が
っ
て
、
六
版
口
絵
の
人
物
が
立
つ
場
所
が
海
辺
だ
と
す
れ
ば
、
当
然
、

「
運
命
論
者
」
に
お
い
て
「
海
浜
」
に
現
れ
る
の
は
「
自
分
」
と
「
高
橋
信
造
」

の
二
人
だ
け
で
あ
る
た
め
、
こ
の
人
物
は
必
然
的
に
「
自
分
」
の
姿
を
表
し
た

も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　

ま
た
、
初
版
口
絵
と
違
っ
て
輪
郭
の
明
瞭
な
六
版
口
絵
に
お
い
て
、
上
半
身

が
中
心
に
描
か
れ
た
人
物
が
画
面
ほ
ぼ
中
央
に
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ

な
い
。
こ
の
よ
う
な
安
定
し
た
構
図
は
、
第
三
節
で
見
た
よ
う
な
、
初
版
口
絵

に
お
け
る
「
高
橋
信
造
」
の
不
安
定
な
表
象
と
は
対
照
的
で
あ
り
、
ど
こ
か
に

こ
の
人
物
の
余
裕
す
ら
も
感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
解

釈
は
、
二
枚
の
口
絵
を
比
較
し
た
文
脈
に
の
み
成
り
立
つ
こ
と
で
あ
り
、
相
対

的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で

六
版
口
絵
を
見
る
な
ら
ば
、
こ
の
人
物
を
「
高
橋
信
造
」
で
は
な
く
「
自
分
」

と
捉
え
る
こ
と
は
妥
当
と
言
え
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
初
版
口
絵
の
「
高
橋
信
造
」
と
六
版
口
絵
の
「
自
分
」
と
の
両

者
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
姿
勢
を
取
っ
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
意
味
は
何
だ

ろ
う
か
。「
運
命
論
者
」
の
内
容
に
即
し
て
見
て
い
き
た
い
。

　
「
自
分
は
一
言
を
交
へ
な
い
で
以
上
の
物
語
を
聞
い
た
。
聞
き
終
つ
て
暫
く

は
一
言
も
発
し
得
な
か
つ
た
。
成
程
悲
惨
な
る
境
遇
に
陥
つ
た
人
で
あ
る
と
ツ

ク
〴
〵
気
の
毒
に
思
つ
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
、「
高
橋
信
造
」
の
「
今

日
ま
で
の
生
涯
の
経
過
」
に
つ
い
て
聞
い
た
後
の
「
自
分
」
の
感
懐
だ
が
、
そ

れ
は
直
後
の
「
自
分
」
の
行
動
に
直
結
し
て
い
る
。「
信
造
」
と
の
別
れ
際
に

「
握
手
し
て
、
黙
礼
し
て
此
不
幸
な
る
青
年
紳
士
と
別
れ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、

「
信
造
」
に
同
情
の
姿
勢
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。「
信
造
」
に
同
情
し
た
「
自
分
」

の
こ
れ
ら
の
言
動
が
、
初
版
口
絵
と
六
版
口
絵
と
の
両
方
の
人
物
の
姿
勢
の
一
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致
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、「
顧
れ
ば
我
運
命
論
者
は
淋

し
き
砂
山
の
頂
に
立
つ
て
沖
を
遙
に
眺
て
居
た
。」
と
い
う
「
自
分
」
の
叙
述

か
ら
は
、
海
を
眺
め
る
「
信
造
」
を
後
ろ
か
ら
「
自
分
」
が
顧
み
る
と
い
う
構

図
が
浮
か
び
上
が
る
が
、
初
版
口
絵
を
左
に
置
き
、
右
に
六
版
口
絵
を
置
い
て

み
る
と
き
、「
自
分
」
の
視
線
の
先
に
は
遠
く
を
眺
め
る
「
信
造
」
の
背
中
が

映
る
こ
と
と
な
り
、
本
文
か
ら
受
け
取
れ
る
「
自
分
」
と
「
信
造
」
と
の
構
図

が
、
二
枚
の
口
絵
を
併
置
す
る
こ
と
で
再
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
は

偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、初
版
口
絵
と
六
版
口
絵
と
を
比
較
す
る
中
で
、そ
れ
ら
と
「
運

命
論
者
」
と
の
関
係
を
考
え
た
場
合
、「
自
分
」
の
「
信
造
」
に
対
す
る
同
情

を
表
象
し
た
も
の
と
し
て
両
方
の
口
絵
を
解
釈
し
う
る
の
で
あ
る
。

　

実
は
、
こ
の
よ
う
な
見
方
は
「
酒
中
日
記
」
に
登
場
す
る
人
物
関
係
に
も
当

て
は
ま
る
。
と
い
う
の
も
、「
酒
中
日
記
」
に
は
、「
今
蔵
」
が
「
誤
っ
て
舟
よ

り
落
ち
水
死
」
し
て
し
ま
う
と
い
う
後
日
談
が
末
尾
に
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

を
語
る
「
記
者
」
の
以
下
の
文
を
見
れ
ば
、「
今
蔵
」
に
対
し
て
「
記
者
」
が

同
情
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

記
者
思
ふ
に
不
幸
な
る
大
河
の
日
記
に
依
り
て
大
河
の
総
を
知
る
こ
と

能
は
ず
、
何
と
な
れ
ば
日
記
は
則
ち
大
河
自
身
が
書
き
、
而
し
て
其
日
記

に
は
彼
が
馬
島
に
於
け
る
生
活
を
多
く
誌
さ
ざ
れ
ば
な
り
。
故
に
余
輩
は

彼
を
知
る
に
於
て
、
彼
の
日
記
を
通
し
て
彼
の
過
去
を
知
る
は
勿
論
、
馬

島
に
於
け
る
彼
が
日
常
を
も
推
測
せ
ざ
る
可
ら
ず
。

　

記
者
は
彼
を
指
し
て
不
幸
な
る
男
よ
と
い
ふ
の
み
、
其
他
を
言
ふ
に
忍

び
ず
、
彼
も
亦
た
自
己
を
憐
れ
み
て
、
や
ゝ
も
す
れ
ば
曰
く
、
あ
ゝ
不
幸

な
る
男
よ
と
。

　

水
死
し
て
し
ま
っ
た
「
今
蔵
」
に
対
し
て
「
記
者
」
が
同
情
を
示
し
て
い
る

こ
と
は
、「
あ
ゝ
不
幸
な
る
男
よ
」
と
い
う
「
今
蔵
」
が
日
記
の
中
で
自
ら
に

向
け
た
言
葉
を
、「
記
者
」
も
「
今
蔵
」
に
対
し
て
あ
え
て
用
い
て
い
る
こ
と

か
ら
容
易
に
見
て
取
れ
る
。「
不
幸
な
る
」
人
物
に
別
の
も
う
一
人
の
人
物
が

同
情
す
る
と
い
う
こ
の
よ
う
な
構
図
は
、
既
に
見
た
「
運
命
論
者
」
の
「
高
橋

信
造
」
と
「
自
分
」
と
の
関
係
と
相
似
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
に
見
た

よ
う
に
、
六
版
口
絵
の
人
物
に
「
運
命
論
者
」
の
「
自
分
」
を
当
て
は
め
ら
れ

る
と
す
る
な
ら
ば
、
海
に
囲
ま
れ
た
「
馬
島
」
を
舞
台
と
す
る
「
酒
中
日
記
」

の
「
記
者
」
も
ま
た
、
こ
の
口
絵
の
人
物
に
当
て
は
め
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
つ
ま
り
、
海
を
見
つ
め
る
こ
の
口
絵
の
人
物
に
、
舟
か
ら
落
ち
て
水
死
し

た
「
今
蔵
」
に
想
い
を
馳
せ
、「
馬
島
に
於
け
る
彼
が
日
常
」
を
推
測
せ
ざ
る

を
得
な
い
「
記
者
」
の
姿
を
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

　
『
運
命
』
初
版
口
絵
と
六
版
口
絵
と
を
併
せ
て
み
る
と
、
同
情
を
介
し
た
一

対
一
の
人
間
関
係
を
そ
こ
に
見
い
だ
し
う
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ

で
は
最
後
に
こ
の
点
に
留
意
し
て
以
下
の
同
時
代
評
を
見
て
み
た
い
。

「
運
命
論
者
」
は
モ
ー
パ
ツ
サ
ン
の
「
隠
者
」
等
と
調
子
の
似
依
つ
た
作

で
あ
る
が
、
国
木
田
氏
は
ま
だ
モ
ー
パ
ツ
サ
ン
の
や
う
に
冷
然
と
し
た
暗

黒
面
を
見
る
に
至
ら
な
い
。「
酒
中
日
記
」
等
は
同
氏
の
標
本
的
作
物
で
、

日
本
の
作
家
も
批
評
家
も
喜
ぶ
情
味
と
い
ふ
奴
が
塗
り
つ
け
ら
れ
て
あ
つ

て
作
者
は
作
中
の
不
幸
な
る
男
を
力
及
ば
ゝ
救
つ
て
や
り
た
く
て
な
ら
ぬ
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と
い
ふ
同
情
の
念
が
紙
上
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
ま
す
。

　

白
鳥
「
独
歩
論
」（『
趣
味
』
二
巻
四
号
、
明
四
〇
・
四
）
が
独
歩
の
短
編
集

『
運
命
』
の
名
を
挙
げ
て
論
じ
た
一
節
だ
が
、
こ
の
評
は
、
国
木
田
独
歩
と
い

う
「
作
者
」
の
「
同
情
の
念
」
を
「
酒
中
日
記
」
に
見
出
し
、
そ
の
よ
う
な
「
情

味
」
に
喜
ぶ
同
時
代
の
「
日
本
の
作
家
」
や
「
批
評
家
」
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ

る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
先
に
満
谷
の
文
を
引
い
た
『
新
潮
』
特
別
号
『
国
木
田

独
歩
』
で
は
、
徳
田
秋
江
が
「
唯
氏
の
作
は
殆
ど
全
て
人
生
の
悲
惨
に
対
し
て

同
情
の
涙
を
濺
い
で
居
る
、
と
い
ふ
点
に
於
て
道
徳
的
調
子
が
あ
る
」
と
し
、

「『
運
命
』
集
中
に
は
、
殊
に
そ
れ
が
多
い
」
と
述
べ
て
お
り
、
独
歩
の
文
学
を

「
品
の
好
い
同
情
同
感
の
文
学
」
と
評
価
し
て
い
る
）
27
（

。『
運
命
』
口
絵
を
差
し
替

え
た
満
谷
も
ま
た
、
同
じ
誌
面
で
「
僕
の
作
品
な
ど
に
は
非
常
に
同
情
を
以
て

見
て
呉
れ
て
、
交
際
は
実
に
親
密
で
あ
つ
た
）
28
（

」
と
、
独
歩
の
こ
と
を
「
同
情
」

と
い
う
言
葉
で
振
り
返
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
独
歩
を

追
悼
す
る
文
脈
に
あ
っ
た
『
運
命
』
六
版
の
口
絵
は
、「
不
幸
な
る
」
人
物
や

「
人
生
の
悲
惨
」
に
「
同
情
」
を
寄
せ
る
「
作
者
」・
国
木
田
独
歩
を
投
影
し
た

姿
と
し
て
、
満
谷
国
四
郎
に
よ
っ
て
新
た
に
書
き
直
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
国
木
田
独
歩
『
運
命
』
に
お
け
る
口
絵
の
変
遷

が
示
す
の
は
、
口
絵
と
小
説
テ
ク
ス
ト
と
の
響
き
合
い
が
絶
え
ず
転
調
し
な
が

ら
そ
の
解
釈
可
能
性
を
伸
縮
さ
せ
る
さ
ま
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
「
作
者
」
の
分

身
を
も
そ
こ
に
見
出
さ
せ
る
よ
う
な
運
動
体
と
し
て
の
書
物
の
可
能
性
で
あ
っ

た
。

注

（
1
）　

槌
田
満
文
「
挿
絵
史
展
望
│
│
Ⅰ　

変
容
か
ら
新
生
へ
」（
下
中
邦
彦
編
『
名
作
挿

絵
全
集
』
第
一
巻
、
一
九
八
〇
・
七
、
一
二
二
頁
）

（
2
）　

関
肇
「
新
聞
小
説
と
挿
絵
│
小
杉
天
外
『
魔
風
恋
風
』
を
中
心
に
│
」（『
日
本
文
学

と
美
術
│
光
華
女
子
大
学
公
開
講
座
│
』
二
〇
〇
一
・
三
、
和
泉
書
院
、
一
九
六
、
一

九
七
頁
）

（
3
）　

黒
岩
比
佐
子
『
編
集
者
国
木
田
独
歩
の
時
代
』（
二
〇
〇
七
・
一
二
、
角
川
学
芸
出
版
）

九
四
〜
一
〇
一
頁

（
4
）　

烟
霞
生
「「
運
命
」
と
「
破
戒
」」（『
中
央
公
論
』
明
三
九
・
六
・
一
）

（
5
）　

紅
野
謙
介
「
書
物
の
リ
ア
リ
ズ
ム
」（『
書
物
の
近
代
』
一
九
九
九
・
一
二
、
ち
く
ま

学
芸
文
庫
）

（
6
）　

山
根
由
美
恵
「
表
紙
絵
か
ら
見
る
「
運
命
論
者
」
│
「
画
文
共
働
」
の
時
代
の
中
で
」

（『
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
』
６
、
二
〇
〇
五
・
一
〇
）
は
「
表
紙
絵
と
巻
頭
作
の
意
味

を
作
品
集
全
体
で
考
え
る
こ
と
」
に
重
き
を
置
い
て
お
り
、
西
野
嘉
章
「
装
画
」（『
新

版　

装
釘
考
』（
二
〇
一
一
・
八
、
平
凡
社
、
一
〇
二
頁
）
も
ま
た
、「（
小
杉
│
引
用

者
補
）
未
醒
の
描
く
、
ど
こ
と
な
く
哀
愁
を
漂
わ
せ
た
象
徴
的
人
物
像
」
が
飾
る
表
紙

絵
に
着
目
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

（
7
）　

ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
『
パ
ラ
ン
プ
セ
ス
ト
』（
和
泉
涼
一
訳
、
一
九
九
五
・
八
、

水
声
社
）
一
八
頁
で
は
、「
テ
ク
ス
ト
に
あ
る
種
の
（
可
変
的
な
）
囲
い
を
、
そ
し
て

時
に
は
公
式
も
し
く
は
非
公
式
の
あ
る
注
釈
を
与
え
る
」
も
の
を
「
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
」

と
呼
び
、
そ
の
一
つ
と
し
て
「
表
題
」
や
「
序
文
」
等
と
と
も
に
「
挿
絵
」
を
挙
げ
て

い
る
。
口
絵
も
当
然
こ
の
「
挿
絵
」
の
範
疇
に
含
ま
れ
る
が
、
論
者
は
、「
も
っ
と
も

純
粋
主
義
の
、
そ
し
て
外
部
的
な
考
証
知
識
に
は
も
っ
と
も
関
心
を
示
さ
な
い
読
み
手

で
す
ら
、
本
人
が
そ
う
望
み
か
つ
主
張
す
る
ほ
ど
容
易
に
は
、
必
ず
し
も
そ
れ
ら
の
も

の
を
切
り
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
の
主
張
に
同
意
す
る
。

（
8
）　

紅
野
敏
郎
「
雑
誌
探
索
「
山
比
古
」
の
検
討
（
下
）」（『
資
料
と
研
究
』
第
十
輯
、

二
〇
〇
五
・
三
）
は
、「
運
命
論
者
」
の
初
出
を
た
ど
る
中
で
『
運
命
』
に
触
れ
、「
口

絵
に
は
満
谷
国
四
郎
の
「
運
命
論
者
」
の
主
人
公
の
姿
が
印
象
深
く
描
き
出
さ
れ
て
い
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た
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
9
）　
『
葛
西
善
蔵
全
集
』
第
四
巻
（
一
九
七
四
・
一
〇
、
文
泉
堂
書
店
）
一
九
六
頁

（
10
）　

大
森
澄
雄
『
葛
西
善
蔵
の
研
究
』（
一
九
七
〇
・
六
、
桜
楓
社
）
五
二
頁

（
11
）　

注（
9
）に
同
じ

（
12
）　

注（
5
）紅
野
謙
介
前
掲
書
一
三
一
〜
一
三
六
頁

（
13
）　

石
塚
純
一
「
金
尾
文
淵
堂
を
め
ぐ
る
人
々
（
二
）
│
│
画
家
た
ち
と
出
版
社
」（『
比

較
文
化
論
叢
：
札
幌
大
学
文
化
学
部
紀
要
』
10
、
二
〇
〇
二
・
九
）
に
は
、「『
暮
笛
集
』

初
版
の
挿
絵
と
表
紙
絵
（
赤
松
麟
作
と
丹
羽
黙
仙
が
担
当
）
は
、
泣
菫
の
ロ
マ
ン
主
義

的
な
詩
に
そ
ぐ
わ
な
い
感
じ
が
す
る
。
金
尾
文
淵
堂
の
主
人
が
装
丁
画
を
初
版
と
再
版
、

三
版
と
で
そ
れ
ぞ
れ
変
え
た
こ
と
に
そ
れ
は
表
れ
て
い
る
」
と
あ
り
、
明
治
三
二
年
初

版
の
薄
田
泣
菫
『
暮
笛
集
』
が
三
版
（
明
三
九
年
）
ま
で
に
次
々
と
挿
絵
と
表
紙
絵
を

変
更
し
た
と
い
う
例
を
挙
げ
て
い
る
。
書
物
の
口
絵
の
変
遷
を
た
ど
る
と
い
う
意
味
で

は
小
論
に
先
行
す
る
が
、
こ
の
論
の
重
点
は
画
家
の
仕
事
に
あ
り
、
泣
菫
の
詩
に
つ
い

て
は
具
体
的
に
言
及
さ
れ
な
い
た
め
、
文
学
テ
ク
ス
ト
の
読
み
を
口
絵
と
の
関
係
か
ら

論
じ
る
小
論
の
意
図
と
は
一
線
を
画
す
る
。

（
14
）　

薄
田
泣
菫
「
国
木
田
独
歩
君
」（『
新
小
説
』
一
二
年
八
巻
、
明
四
一
・
八
）

（
15
）　

蒲
原
有
明
『
春
鳥
集
』
は
復
刻
版
（
日
本
近
代
文
学
館
『
名
著
複
刻
全
集
近
代
文
学

館
』
一
九
六
八
・
九
、
図
書
月
販
）
を
参
照
。

（
16
）　

武
林
無
想
庵
作
・
武
林
朝
子
筆
記
・
無
想
庵
の
会
編
『
放
浪
通
信
』（
一
九
七
三
・
六
、

記
録
文
化
社
）
六
五
、
六
六
頁

（
17
）　

孤
村
主
人
「
七
月
文
壇
」（『
中
央
公
論
』
二
〇
年
八
号
、
明
三
八
・
八
）

（
18
）　

明
治
三
八
年
三
月
一
七
日
蒲
原
隼
雄
宛
青
木
繁
書
簡
（
青
木
繁
『
仮
象
の
創
造
』
一

九
六
六
・
一
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
二
一
頁
）。
中
島
国
彦
『
近
代
文
学
に
み
る

感
受
性
』（
一
九
九
四
・
一
〇
、
筑
摩
書
房
）
二
〇
一
頁
で
は
「
青
木
と
独
歩
の
不
思

議
な
因
縁
」
と
し
て
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

（
19
）　

植
野
健
造
「
名
作
も
の
が
た
り
：
青
木
繁
《
海
の
幸
》
の
１
０
０
年
」（
東
京
文
化

財
研
究
所
・
石
橋
財
団
石
橋
美
術
館
編
『
青
木
繁
《
海
の
幸
》
美
術
研
究
作
品
資

料 

第
３
冊
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
五
・
四
、
五
三
頁
）

（
20
）　

満
谷
国
四
郎
「
独
歩
社
時
代
の
独
歩
氏
」（『
国
木
田
独
歩
』〈『
新
潮
』
特
別
号
〉、

明
四
一
・
七
、
一
三
一
頁
）

（
21
）　

初
版
は
復
刻
版
の
国
木
田
独
歩
『
運
命
』（
日
本
近
代
文
学
館
『
精
選
名
著
複
刻
全

集
近
代
文
学
館
』
一
九
八
〇
・
五
、
ほ
る
ぷ
出
版
）
を
参
照
。
な
お
、『
精
選
名
著
複

刻
全
集
近
代
文
学
館
│
作
品
解
題
』（
一
九
七
二
・
六
、
ほ
る
ぷ
出
版
）
四
七
頁
に
は
、

『
運
命
』
の
原
本
に
つ
い
て
、「
更
に
六
版
で
は
、
満
谷
国
四
郎
が
口
絵
を
新
し
く
（
？
）

画
い
て
い
る
。」
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
口
絵
に
つ
い
て
の
詳
し
い
分
析
は
そ
れ
以

上
為
さ
れ
て
い
な
い
。

（
22
）　

程
原
健
『
花
袋
書
目　

書
影
』（
二
〇
〇
〇
・
五
、
上
毛
新
聞
社
）

（
23
）　

後
藤
康
二
「『
愛
弟
通
信
』
と
独
歩
の
枠
小
説
」（『
日
本
近
代
文
学
』
第
四
八
集
、

一
九
九
三
・
五
）

（
24
）　

例
え
ば
、「
牛
肉
と
馬
鈴
薯
」（『
小
天
地
』
明
三
四
・
一
一
）
の
岡
本
に
よ
る
「
そ

れ
で
は
全ま

る

で
小
説
で
す
が
、
幸
に
小
説
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。」
と
い
う
発
言
が
、

作
中
の
世
界
を
「
小
説
」
と
は
対
照
的
な
「
現
実
」
の
も
の
と
装
う
働
き
が
あ
る
の
に

対
し
て
、
こ
こ
で
の
「
運
命
論
者
」
の
「
自
分
」
の
語
り
は
、「
現
実
」
を
「
小
説
」

世
界
に
引
き
寄
せ
て
い
る
と
い
え
る
。

（
25
）　

後
藤
康
二
「《
自
分
》
と
い
う
語
り
手
と
物
語
│
独
歩
「
運
命
論
者
」
の
場
合
│
」

（『
日
本
文
学
』
三
七
巻
一
号
、
一
九
八
八
・
一
）

（
26
）　

注（
20
）満
谷
前
掲
文
（『
国
木
田
独
歩
』
一
三
一
、
一
三
二
頁
）

（
27
）　

徳
田
秋
江
「
性
格
の
人
国
木
田
独
歩
」（
注（
20
）前
掲
書
『
国
木
田
独
歩
』
三
九
〜

四
一
頁
）

（
28
）　

注（
20
）満
谷
前
掲
文
（『
国
木
田
独
歩
』
一
三
〇
頁
）

※
国
木
田
独
歩
『
運
命
』
所
収
の
小
説
本
文
の
引
用
は
、
後
の
版
に
お
い
て
異
同
が
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
上
で
初
版
に
よ
り
、
そ
の
他
の
独
歩
の
テ
キ
ス
ト
は
『
定
本
国
木
田

独
歩
全
集
』（
増
訂
版
、
一
九
七
八
・
三
、
学
習
研
究
社
）
に
よ
っ
た
。
引
用
文
は
原

則
と
し
て
旧
字
を
新
字
に
改
め
、
ル
ビ
や
圏
点
な
ど
は
適
宜
省
略
し
た
。
な
お
、
引
用

文
中
の
傍
点
は
す
べ
て
引
用
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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【Ⅰ】　『運命』口絵（初版～５版、画像は３版）【Ⅱ】　『運命』口絵（６版）

【Ⅲ】　『新潮』特別号『国木田独歩』口絵写真


